
「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」を
体
現 

救
急
医
療
体
制
の
土
台
を
築
く

宇
治
徳
洲
会
病
院
は
開
院
か
ら
40
年

近
く
が
経
過
し
た
２
０
１
５
年
、
宇
治

市
小
倉
町
か
ら
約
５
０
０
ｍ
北
東
の
槇

島
町
に
新
築
移
転
し
た
。
病
床
数
を

４
７
３
床（
現
４
７
９
床
）に
増
床
す

る
と
と
も
に
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
や
緩
和
ケ
ア
病
棟
も
新

設
。
24
年
４
月
に
は
高
度
救
命
救
急
病

院
の
指
定
を
受
け
た
。
民
間
病
院
で
あ

り
な
が
ら
、
重
要
な
公
的
役
割
も
担
う

関
西
地
方
で
も
屈
指
の
総
合
医
療
機
関

だ
。救

急
医
療
を
24
時
間
体
制
で
提
供

し
、救
急
搬
送
受
け
入
れ
は
04
年
以
来
、

京
都
府
の
ト
ッ
プ
を
誇
る
。
救
急
医
療

の
土
台
を
築
い
た
の
は
心
臓
セ
ン
タ
ー

長
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
歴

任
し
、
新
病
院
が
竣
工
し
た
年
に
就
任

し
た
末
吉
敦
院
長
だ
。
塩
崎
忠
一
事
務

部
長
は「
寝
食
を
忘
れ
て
家
に
も
帰
ら

ず
、
病
院
に
泊
ま
り
込
み
、
24
時
間

３
６
５
日
、
患
者
さ
ん
の
対
応
を
し
て

い
ま
し
た
」と
末
吉
院
長
の
入
職
当
時

を
振
り
返
る
。

１
９
９
１
年
に
救
急
受
け
入
れ
用
携

帯
電
話
を
導
入
。
勤
務
中
、
携
帯
肌
身

離
さ
ず
診
療
に
あ
た
っ
た
末
吉
院
長
は

「
救
急
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。
昼
間

に
来
院
さ
れ
る
重
症
の
患
者
さ
ん
は
基

本
的
に
す
べ
て
診
る
ス
タ
ン
ス
で
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
」と
救
急
へ
の
熱
い

デ
ー
タ
で
顕
著
に
浮
か
び
上
が
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
驚
異
的
な
回
復
ぶ
り

病
院
の
高
い
潜
在
力
を
裏
づ
け

１
９
７
９
年
の
開
院
以
来
、京
都
府
南
部
の

基
幹
病
院
と
し
て
地
域
医
療
を
支
え
て
い
る

宇
治
徳
洲
会
病
院
。「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

誰
で
も
が
最
善
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社

会
の
実
現
」を
理
念
に
掲
げ
、創
設
者
で
あ

る
徳
田
虎
雄
氏
の
理
想
の
医
療
を
体
現
す

る
。「
セ
コ
ム
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」で
同
院
を
分
析

す
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
驚
異
的
な
回
復

ぶ
り
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
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法
人
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治
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病
院

病院経営が一目でわかる

「セコムSMASH」
活用法 UP TO DATE

図１　コロナ後の病床規模別の延べ患者数の推移（「セコムSMASH」トレンド機能より）

図2　コロナ後の新入院患者数と在院日数の推移（「セコムSMASH」トレンド機能より）
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すえよし・あつし●1985
年岡山大学医学部卒業
後、宇治徳洲会病院で研
修。心臓センター長、救
命救急センター長を経
て、2015年に院長に就任。
日本救急医学会救急科専
門医、日本循環器学会循
環器専門医。

塩崎忠一事務部長

▶ 京都府下の「最後の砦」。コロナ禍で立ち位置が明確に

▶ 救急応需率98％　病床利用率96％　病床稼働率104％

▶ 新規入院患者数はコロナ禍ですら、毎月100人ずつ増加

▶ 新入院はコロナ前より24％増え、在院日数は1・6日短縮

▶「患者満足度と病院満足度を上げなければ、生き残れない」
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